
令和７年１月３１日 

赤羽文化センタÜ 

午後２時００分から 

 

 

令和６年度赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会 

第１回幹事会 次第 

 

 

１． 開会 森岡会長挨拶 

 

 

２． 議題 

 

（１）赤羽駅周辺地区まちづくり基本計画の検討状況について ― 資料１・２ 

 

（２）今後の協議会活動実施に向けた検討          － 資料３・４ 

 

 

  

３． その他 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

（配布資料） 

  資料１   オープンハウス型説明会での展示パネル資料 

資料２   まちづくり提案とまちづくり基本計画の内容比較表 

資料３   今後の協議会活動実施に向けた検討（ワークショップ資料） 

資料４   赤羽駅利用者に関するアンケート調査票（案） 

参考資料１ 令和７年度以降の活動（案） 

 

 

 



まちづくり提案（幹事会案）の内容とまちづくり基本計画の検討内容との整合について 
 

まちづくり提案（幹事会案） まちづくり基本計画の検討内容（第８回検討会までの検討内容） 
 

はじめに 

 

私たち、赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会は、２０１５年（平成２７年）９月に赤

羽駅東口の将来のまちづくり像を「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」としてま

とめました。 

それから 8 年が経過し、駅前地区での市街地再開発事業に代表される新たなまちづくり

の動きなど、地区周辺を取り巻く環境は大きく変わってきています。 

私たち協議会は、この機に、あらためて「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」

を、地区住民が目指すまちの将来像として、それぞれが主体となってその実現を図るもの

として共有できるよう、より具体的な表現として表すことを試みることにしました。 

 

２０２０年にその具体的な取組みを開始して以来、足掛け４年にわたる幹事会の議論を

中心に、協議会を構成する地区内の町会自治会、商店街、小中学校ＰＴＡへのグループイ

ンタビューをはじめ、一般公募によるワークショップ、そして「赤羽駅東口地区まちづく

りゾーニング構想」策定以降では初めてとなる「まちづくり懇談会」の開催を通じて、で

きる限り赤羽東口のまちづくりに係わる方々のご意見等をうかがう機会を設け、ご意見や

ご要望をお聞きしてきました。 

そして、それらの機会を通じていただいた地域の多くの皆さんの「赤羽駅東口に係わる

まちづくり」への思いを、できる限り生かしながら、議論・協議を重ね、この「まちづく

り提案」をまとめました。 

 

私たち協議会は、まちづくりに関わるすべての主体が、この「まちづくり提案」を共有

し、まちづくりのあらゆる場面で、それぞれの主体が提案の内容を意識して、今後のまち

づくりに取り組まれることを強く期待します。 

 

 

                    ※２０２３年９月４日総会にて否決された案 

 

 

 
 
 
 
 

資料-２ 



まちづくり提案 まちづくり基本計画の検討内容（第８回検討会までの検討内容） 
【地域の拠点施設について】 

 

「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」において、「地域の拠点施設」としての土地

利用の位置づけがなされた、現在の赤羽小学校の敷地周辺は、今後も将来に渡り、地域の

拠点としての役割を果たしていくことが望ましいことを再確認しました。 

 

○「地域の拠点施設」としての具体的な土地利用にあたっては、長い歴史の間、地域に親

しまれ、多様な地域活動の中心となってきた、赤羽小学校をそのまま存置し続けること

が望ましいとの意見が多くありました。 

また、赤羽小学校は学校改築の時期が迫っていることから、まずは教育施設としての充

実を図りながら、防災拠点としての機能を高めることを望みます。 

そのうえで、赤羽小学校が「地域の拠点施設」として、今後の地域の発展と活力の向上に

寄与し、一層その機能を発揮するため、学校教育に支障のない範囲で、文化・交流・福祉

等の機能を有する公共施設等との複合施設として充実が図られることを望みます。 

 

○事業化の検討が進む駅前周辺の市街地再開発事業については、地区周辺の防災性の飛躍

的な向上に加え、都市基盤の整備、賑わいや地域活力を維持し魅力あるまちづくりが進

むなどの視点から、岩淵地区等後背地への波及効果を含め、赤羽駅東口にとどまらず、

駅西口を含めた駅周辺まちづくりへの寄与、貢献を期待するところです。 

また、市街地再開発事業の事業化により、日影や風害など赤羽小学校の教育環境をはじ

め、周辺地域の生活環境へ大きな影響を与えないよう、まちづくりを主導する区が主体

的に、事業主体と十分協議し、最大限努めることを望みます。 

なお、現在事業化の動きが顕在化していない地区において開発が今後計画される際にも、

同様の対応を区には望みます。 

 

○「地域の拠点施設」に係わる提案は以上が、望ましいものと考えます。 

そのうえで、今後検討が進む市街地再開発事業による、赤羽駅東口のまちづくりへのよ

り大きな効果が認められる場合や、同事業による赤羽小学校をはじめとした周辺地域へ

の環境への影響が十分低減できない場合等にあっては、学校関係者をはじめ地域住民へ

の十分な説明と理解を前提に、赤羽小学校の地区内他所への移転については「次善の策」

と考えます。 

その際は、他所に現在ある機能をできる限り現地もしくはその周辺で確保できるよう最

大限の配慮を、公共施設の設置者である区には強く望みます。 

 

 

【     】部分について 

「1.1 背景と目的」や「5.2 まちづくり基本計画策定後の進め方及びガイドライン・整

備計画の策定について」において、 

赤羽小学校の改築方針については、次年度以降、検討を進めていくこととしております。 

 

【     】部分について 

まちづくり基本計画の策定範囲は、岩淵エリアなどを含め、広い範囲を対象とするととも

に、 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（利便性の高い交通環境の整備方針、東京の北の玄関口

にふさわしい都市機能の整備方針）において、 

赤羽駅と赤羽岩淵駅間のアクセス改善や、赤羽駅から連続するにぎわいの軸を形成していく

ことを位置づけています。 

 

また、市街地再開発事業に関する記載については、以下の部分で位置づけをしています。 

《地区周辺の防災性の飛躍的な向上》 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（震災・水害に強い市街地の形成方針） 

《都市基盤の整備》 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（利便性の高い交通環境の整備方針） 

《賑わいや地域活力を維持した魅力あるまちづくり》 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（まちの魅力を高める公共的空間の整備方針、東京の北

の玄関口にふさわしい都市機能の整備方針） 

 

【     】部分について 

まちづくり基本計画における特段の記述はありませんが、準備組合等とは、当然、十分な

協議を行っており、今後、計画される地区においても、同様の対応を行ってまいります。 

 
 



まちづくり提案 まちづくり基本計画の検討内容（第８回検討会までの検討内容） 
【地域の拠点施設と連動した周辺まちづくりについて】 

 

○赤羽駅と「地域の拠点施設」とを繋ぐ「赤羽駅東口の駅前広場」は、バスの乗換利便性

の向上など交通機能の充実を図りつつ、赤羽駅東口の「顔」として相応しい、賑わいや

交流を生み、誰もが心地よく快適に利用できる、ゆとりある空間として、整備されるこ

とが望まれます。 

 

○地域にとって大切な憩いの空間であり、貴重なオープンスペースとなっている「赤羽公

園」については、早期の改修を求めます。 

改修にあたっては、誰もが利用しやすく、地域の憩いの場、賑わいの場として親しまれ

るとともに、防災機能も備えた公園として再整備されることを望みます。 

 

○赤羽を特徴づけている多彩な商店街は、商店街のそれぞれの個性を継承しつつ、安全で

快適な買い物環境づくりを進めるとともに、市街地再開発事業による新たな商業施設を

含め、地域全体で協調を図り、変化するまちのニーズに合わせて、引き続き赤羽の魅力

を高める商業空間として、一層の発展が望まれます。 

 

○日光御成道の宿場町として繁栄した岩淵町にも接する赤羽岩淵駅周辺は、歴史や自然に

恵まれた地域への導入部として、赤羽駅との関係性を高めていく必要性があると考えま

す。今後は、赤羽駅や「地域の拠点施設」とのアクセス性の強化、双方の間の市街地で

の賑わいの繋がりづくりなどを望まれます。 

 

○荒川の雄大な自然空間や、東洋大学、ナショナルトレーニングセンターなどは、赤羽な

らではのまちづくりを図るうえでの貴重な地域資源といえます。これまで以上に、それ

らをコンテンツとして活かし、結び付けて、まちの魅力発信の機会や場の創出など、ハ

ード・ソフトの両面から駅西口側との連携も図りながら取組みを進めることが望まれま

す。 

 

○今後更新が期待される赤羽公園及び赤羽会館に続く主要な道路や、商店街などの街路空

間を快適にして、駅前広場や「地域の拠点施設」とつなぐとともに、地域全体に回遊性

を生み出して、長い時間、楽しく滞在できる、ウォーカブルなまちづくりが望まれます。 

 

○誰もが求める多様な生活スタイルで住み続けられる、まちの環境整備や機会の提供を図

っていくことが望まれます。 

 

 

【     】部分について 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（利便性の高い交通環境の整備方針、まちの魅力を高め

る公共的空間の整備方針）」において、 

使いやすいバス乗り場の形成や、駅前を開放的な空間とするための取組みなどにより、赤羽

の顔づくりを進めることを位置づけています。 

 
【     】部分について 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（まちの魅力を高める公共的空間の整備方針）において、 

魅力ある公園空間とするための再整備を進めることを位置づけています。 

 
【     】部分について 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の整備方針） 

において、 

魅力的な商業空間整備とあわせて、赤羽駅から連続するにぎわいの軸を形成していくことを

位置づけています。 

 
【     】部分について 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（利便性の高い交通環境の整備方針、東京の北の玄関口

にふさわしい都市機能の整備方針）において、 

赤羽駅と赤羽岩淵駅間のアクセス改善や、赤羽駅から連続するにぎわいの軸を形成していく

ことを位置づけています。 

 
【     】部分について 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（利便性の高い交通環境の整備方針、まちの魅力を高める

公共的空間の整備方針）において、 

駅東西間の歩行者動線の強化により回遊性を向上することや、駅周辺と河川空間のつながり

を強化するなど、ウォーカブルなまちづくりを進めることを位置づけています。 

 
【     】部分について 

「4.1 まちの骨格形成の考え方」（東京の北の玄関口にふさわしい都市機能の整備方針） 

において、 

多様な世代が便利にいきいきと暮らせるよう、居住環境の整備を進めることを位置づけてい

ます。 

 








































